
光
宅
寺
法
雲
に
お
け
る
宗
教
的
人
間

仲

尾

俊

博

光
宅
寺
法
雲
の
宗
教
的
人
間
観
の
特
色
。
限
界
を
、
第

一
節

序
、
第
二
節

南
朝
佛
教
の
特
色
と
法
雲
の
性
格
、
第
三
節

宗
教
的
人
間
の
構
遺
、
第
四

節
宗
教
的
人
間
の
類
型
、
第
五
節

宗
教
的
人
間
の
理
想
態
-
法
華
経
の
世

界
、
第
六
節

宗
教
的
人
間
の
附
界
、
の
六
節
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。

第

一
節

序
。
人
間
存
在
の
根
本
構
造
を
深
刻
に
反
省
繊
悔
さ
せ
、
主
謄
轉

換
に
よ
つ
て
諸
法
が
そ
の
ま
ま
實
相
と
な
り
、
紹
野
に
否
定
さ
る
べ
き
虚
假
の

現
實
を
荷
う
日
常
的
人
間
か
ら
絶
獨
に
肯
定
さ
れ
る
無
我
的
主
燈
へ
繰
轉
還
蹄

す
る
宗
教
的
人
間
が
危
機
の
現
代
に
お
い
て
こ
そ
反
つ
て
必
要
性
の
大
な
る
を

論
じ
、
か

ゝ
る
現
代
的
要
請
を
荷
う
宗
教
的
人
間
を
梁
の
三
大
法
師
の
一
人
で

あ
る
光
宅
寺
法
雲
の
上
に
追
求
し
そ
こ
に
特
色
と
限
界
を
明
白
に
し
た
い
意
圖

あ
る
を
述
べ
だ
。

第
二
節

南
朝
佛
教
の
特
色
と
法
雲
の
性
格
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
東
洋
の
世
界
は

專
制
政
治
の
支
配
の
世
界
で
唯

一
人
の
み
自
由
が
あ
る
と
云
つ
た
が
法
雲
の
生

を
う
け
た
時
代
は
若
干
の
者
が
自
由
を
え
た
門
閥
の
尊
重
さ
れ
夫
に
よ
り
譜
學

の
獲
達
し
た
貴
族
の
世
界
で
あ
つ
た
。
殊
に
南
朝
に
重
貼
を
お
い
て
時
代
傾
向

を
み
て
み
る
と
、
奴
隷
生
産
の
上
に
貴
族
経
濟
が
成
立
す
る
荘
園
経
濟
が
獲
達

し
、
梁
武
帝
の

「蜥
酒
肉
文
」
に
見
ら
れ
る
如
く
道
徳
が
頽
慶
し
、
「資
治
通

鑑
」
に
建
康
の
市
民
は
豪
華
を
競
い
、
家
に
牛
年
の
儲
の
な
い
の
を
顧
り
み
な

い
と
嘆
い
て
い
る
如
く
デ
カ
タ
ソ
が
流
行
し
、
豪
族
貴
紳
の
柔
弱
奢
修
の
風
習

が
蔓
延
し
、
質
實
剛
健
の
氣
象
影
を
ひ
そ
め
、
感
傷
的
思
想
の
盛
え
た
表
面
的

に
燦
然
た
る
文
化
の
花
の
険
い
た
内
に
は
修
い
楡
安
を
貧
つ
た
頽
落

一
歩
前
の

危
機
を
孕
ん
だ
時
代
で
あ
つ
た
。
貴
族
的
趣
味
は
遊
閑
性
を
件
い
、
駐
儂
膿
の

形
式
美
の
偏
愛
と
な
り
、
字
面
の
美
し
さ
、
晋
調
の
快
感
に
耽
溺
し
、
同
時
に

夫
は
内
容
の
乏
し
さ
と
な
り
、
高
い
精
神
は
忘
れ
さ
ら
れ
、
非
肚
會
的
、
非
現

實
的
と
な
り
、
た
と
い
現
實
實
陵
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
夫
は

た
だ
襯
念
的
に
現
實

・
實
蹉
を
尊
ぶ
と
い
う
観
念
尊
重
の
時
代
で
あ
つ
た
。
更

に
法
雲
の
最
も
活
躍
し
た
梁
武
帝
の
時
代
を
み
つ
め
る
と
、
武
帝
は
佛
教
を
信

仰
し
た
と
い
う
よ
り
溺
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
程
で
變
々
捨
身
し
、
三
寳
の
奴
と

迄
な
り
、
道
教
を
慶
し
、
佛
法
を
方
外
の
士
と
し
て
王
法
の
外
に
お
き
、
菩
薩

戒
を
う
け
、
戒
律
主
義
に
こ
り
、
宗
廟
の
犠
牲
塵
止
の
勅
令
を
出
し
、
儒
教
さ

え
、
周
公
・
孔
子
・
老
子
は
如
來
の
弟
子
と
し
て
佛
教
の
教
理
と
調
和
さ
せ
よ

う
と
し
、
賀
深
よ
り
、
一
、
人
民
流
亡
の
現
象
が
著
し
い
、
二
、
風
俗
が
次
第

に
奢
修
に
流
れ
る
、
三
、
官
に
あ
る
者
は
皆
小
人
で
あ
る
、
四
、
諸
の
事
項
費

が
多
す
ぎ
る
、
と
の
直
戯
な
る
上
表
が
奉
ら
れ
た
時
代
で
あ
つ
た
。
こ
の
様
な

時
代

・
環
境
の
佛
教
の
特
徴
は
、
庶
民
に
は
縁
の
な
い
選
ば
れ
た
人
達
の
爲
の

貴
族
佛
教
が
、
魏
晋
以
來
の
清
談
の
遺
風
を
う
け
て
、
身
を
官
場
に
お
き
乍
ら
、

意
識
だ
け
山
巖
に
遊
び
、
現
實
逃
避
の
身
を
腐
臭
の
世
界
に
お
き
、
心
を
世
外

の
風
流
に
遊
ば
す
と
い
う
現
實
と
甘
く
要
協
し
た
人
間
の
魂
を
根
抵
か
ら
ゆ
さ

ぶ
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
教
養
主
義
的
な
講
経
談
義
が
榮
え
た
。
首
都
建
康
は

外
敵
よ
り
の
侵
入
を
冤
が
れ
、
一
時
的
の
安
泰
を
た
ど
る
事
に
よ
り
、
旦
、
外

國
三
藏
の
新
し
い
刺
戟
の
や
や
違
の
い
た
事
に
よ
り
、
自
己
の
罪
の
意
識
を
疏

外
化
し
、
時
代
の
惱
の
反
省
を
閑
却
化
し
獨
尊
的
な
中
華
意
識
を
以
て
煩
項
的

に
形
式
的
に
龍
樹
系
佛
教
の
形
而
上
化
組
織
化
を
は
か
り
、
佛
教
思
想
を
統

一

光
宅
寺

法
雲

に
お
け
る
宗
教
納
人
澗
 
(
仲

尾
)
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理
解
せ
ん
と
す
る
風
が
起
り
、
剰
え
夫
を
助
長
す
る
如
く
、
南
朝
朝
廷
は
講
経

を
理
解
保
護
し
、
梁
武
帝
の
如
き
は
自
か
ら
講
経
を
な
し
た
程
で
、
盆
く
講
経

偏
重
。
理
論
重
視
の
學
風
は
絢
欄
と
険
き
誇
り
、
非
現
實
的
な
實
陵
性
の
乏
し

い
庶
民
の
無
視
さ
れ
た
非
社
會
的
傾
向
の
強
い
講
経
偏
重
の
貴
族
佛
教
に
お
ち

入
つ
た
。
次
に
光
宅
寺
法
雲
の
性
格
を
み
て
み
る
に
、
自
己
の
主
騰
的
反
省
よ

り
も
論
理
的
思
辮
を
重
視
す
る
風
が
強
い
。
即
ち
華
林
園
の
光
華
殿
で
千
檜
の

大
會
の
布
施
行
を
實
蹉
し
た
り
、
父
の
死
を
愁
傷
す
る
飴
り
持
病
が
昂
じ
自
己

の
死
期
を
早
め
た
事
や
、
一
佛
乗
の
行
と
し
て
萬
善
同
麟
を
標
擁
し
た
り
し
て

法
雲
も
實
蹉
行
に
は
無
關
心
で
あ
つ
た
と
は
云
え
な
い
が
、
作
幻
法
師
と
尊
ば

れ
、
「
法華
経
」
を
講
讃
し
た
時
、
天
華
が
飛
雪
の
如
く
と
傳
記
に
あ
り
、
又

「法
華
義
記
」
に
み
ら
れ
る
勢
構
の
妙
を
え
た
る
緻
密
な
科
文
経
文
の
論
理
的

解
縄
の
巧
み
さ
、
「
法華
輕
」
を

哨
乗
の
因
果
と
し
て
綜
合
的
に
把
握
す
る
仕

方
等
よ
り
實
陵
的
習
暉
僧
よ
り
も
解
學
の
義
解
僧
に
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
出

來
よ
づ
。
北
朝
の
内
紛
に
よ
つ
て
假
初
の
平
和
を
え
て
い
る
佛
教
都
市
建
康

で
、
柔
弱
奢
修
な
感
傷
的
な
宗
教
的
欲
求
に
お
い
て
主
膿
轉
換
の
甘
い
眞
俗
二

諦
の
痛
烈
な
實
蹉
を
か
き
、
教
養
主
義
的
に
理
解
し
、
俗
樓
と
手
を
に
ぎ
り
、

高
い
時
代
精
紳
の
敏
如
し
た
一
部
の
選
ら
ば
れ
た
僧
俗
の
人
達
に
と
り
ま
が

れ
、
そ
こ
で
檜
侶
と
し
て
の
最
高
位
た
る
大
檜
正
を
お
く
ら
れ
た
光
宅
寺
法
雲

の
環
境
の
悲
劇
性
-
佛

教
は
北
夷
の
中
原
進
出
を
行
つ
た
東
晋
時
代
に
本
格

的
に
理
解
さ
れ
た
。

漢
民
族
は
愴
惇
と
し
て
南
遷
し
、
帝
都
は
慶
嘘
と
化
し
、
天
子
は
幽
閉
の
う

き
目
に
あ
い
、
羊
皇
后
は
犯
さ
れ
、
百
官
男
女
の
害
に
あ
う
も
の
三
萬
、
こ
の

現
實
の
危
機
感
が
人
間
性
の
根
源
を
畳
醒
さ
せ
、
主
謹
轉
塗
を
要
求
し
、
佛
教

が
眞
に
中
國
の
思
想
界
に
と
け
入
つ
た
と
も
い
え
る
。
夫
が
佛
教
の
勢
力
の
高

ま
り
安
定
す
る
に
つ
れ
て
昔
物
語
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
、
現
實
を
襯
念
的
に
把

握
し
、
吐
會
全
燈
の
平
和
が
眞
剣
に
求
め
ら
れ
ず
高
逸
な
指
導
精
瀞
は
眠
り
に

ふ
け
り
、
主
艦
的
繊
悔
實
践
よ
り
内
容
の
乏
し
い
浮
華
な
形
式
的
論
理
が
重
ん

ぜ
ら
れ
る
様
に
な
り
、
そ
の
幣
風
の
頂
黙
に
あ
つ
た
の
が
梁
朝
の
時
代
風
潮
で

あ
る
。
そ
の
環
境
が
法
雲
の
性
格
を
張
く
限
界
づ
け
學
問
僧
義
解
儒
の
位
置
を

占
め
る
宿
命
を
荷
な
わ
せ
た
と
も
云
え
よ
う
。
か
か
る
環
境
と
性
格
が
彼
の
宗

教
的
人
間
観
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
與
え
、
限
界
づ
け
を
な
し
た
か
更
に
論

述
し
て
ゆ
き
た
い
。

第
三
節
 
宗
教
的
人
間
の
構
遺
。
前
節
に
よ
つ
て
法
雲
の
宗
教
的
人
間
像
は

深
刻
な
主
禮
の
反
省
自
畳
歴
史
的
世
界
と
宗
教
的
世
界
が
一
昧
に
な
り
動
的
な

創
造
性
を
も
つ
資
生
塵
業
的
平
常
底
の
實
騰
的
現
實
的
社
會
的
な
も
の
へ
の
強

い
關
心
よ
り
も
、
緻
密
で
形
式
美
を
求
め
る
静
的
な
合
理
的
論
理
的
な
も
の
を

重
視
す
る
襯
念
的
人
闇
像
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
宗
教
的
人
間
の
構
造
を

問
題
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
第

一
は
絶
麹
者
、
眞
如
を
獲
得
し
た
佛
と
主
禮
轉

換
を
行
つ
て
盧
假
の
現
實
を
絶
封
否
定
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
相
封
者
衆
生
と

の
樹
立
關
係
を
如
何
に
理
解
し
て
い
る
か
を
探
り
、
第
二
に
無
我
的
主
髄
を
把

握
す
る
實
睦
行
に
於
て
、
相
饗
者
を
し
て
一
乗
の
機
に
向
上
さ
せ
な
い
障
害
、

否
定
の
方
向
性
を
も
つ
五
濁
法
誇
罪
悪
人
の
解
繹
に
留
意
し
、
第
三
に
相
蝦
者

の
主
膿
轉
換
絶
封
否
定
を
行
い
う
る
可
能
性
を
宿
善
信
心
に
求
め
、
そ
こ
に
宿

善
と
し
て
の
信
心
の
大
な
る
便
値
を
認
め
第
四
に
宿
善
信
心
の
根
擦
を
神
滅
論

の
上
に
展
開
し
、
眞
如
と
煩
惱
の
關
係
を
問
題
と
し
、
第
五
に
相
謝
者
が
絶
封

者
に
包
搦
さ
れ
る
構
遺
を
三
乗
方
便
智
と
一
乗
實
智
の
二
つ
の
道
に
求
め
、
三

々
の
境
、
四
一
の
境
の
解
繹
の
上
で
分
析
し
、
索
車
の
羅
よ
り
、
そ
の
二
つ
の

方
法
の
儂
値
的
次
元
の
異
つ
て
い
る
事
を
究
明
し
て
こ
の
節
を
終
る
こ
と
に
す

る
。(第
四
節
以
下
の
梗
概
は
紙
數
の
制
限
に
よ
り
省
略
す
る
。)
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